
講師：稲垣 真理子

シュタイナー幼児教育オンライン講座
誰でも、世界中どこからでも学べる　

■お支払い： Paypal  または  
　　　　　 日本・ドイツの銀行口座への振込 (分割可能)
■お問い合わせ： info@bunanomori.de　稲垣
■お申し込み： https://forms.gle/2HZfUqYSRWpobELH6

①10/20 ②11/3 ③11/17 ④12/1 ⑤12/15 ⑥1/12

①10/17 ②11/7 ③11/21 ④12/5 ⑤12/19 ⑥1/9

お休みの時は、録画で補講でき、受講者の方には

ZOOMによる30分の無料個人サポート付き。
メッセンジャー(FB)での質問はいつでも可能です！

シュタイナー幼児教育オンライン講座
第四期

①人間教育と自己教育
②子どもの成長と発達
③意志を育てる

④感覚を育てる
⑤ファンタジーの力
⑥私らしい生き方と「直感力」

①ルドルフ・シュタイナーと
   人智学
②自己肯定と感情
③気質と意識

④感覚論Ⅰ
⑤感覚論Ⅱ
⑥AI時代と
   シュタイナー教育の役割

基礎コース 定員6名
全6回  受講料：30,000円

- 詳細情報 -

A 火曜 ： EU時間 21:00-22:30 

B 土曜 ： 日本時間 21:00-22:30　(EU時間 ： 14:00-15:30) 

応用コース 定員6名
全6回  受講料：36,000円

基礎コース・応用コースが終了した方には修了証を発行!

①10/27 ②11/16 ③12/8 ④1/12 ⑤2/2 ⑥2/23

①10/31 ②11/14 ③12/12 ④1/16 ⑤2/6 ⑥2/20  

C 火曜 ： EU時間 21:00-22:45  

D 土曜 ： 日本時間 21:00-22:45　(EU時間 ： 14:00-15:45)   

 ー自己教育・直感教育の学びと実践ー

ドイツ在住28年、名古屋市立保育園で13年間勤務

後渡独。ベルリン、ケルンなどドイツ各地のシュタ

イナー幼稚園で実習。シュタイナー幼稚園教師養

成学校卒業。2007年ドイツ・デュッセルドルフ市に

シュタイナー教育を取り入れた託児所を設立、現

在は日独2か国語による市認可の幼稚園開園目指して活動中。2015年より毎

年、ドイツと日本各地で子育て、幼児教育の講演会、直感教育のワークショッ

プを開催。2019年秋より「シュタイナー幼児教育オンライン講座」を開設。

三児の母。 (http://www.bunanomori.de/)

「子どもを暖かな思いとまなざしで受け入れること」それは教育の基本です。子ど
もが子どもらしく子ども時代を過ごせるように、子どもたちを護ることが大人の役割です。この講座はシ

ュタイナー教育の方法論を学ぶことよりも、子どもを護る大人の自己教育に重点を置い
たものです。幼児教育関係者だけでなく、どなたでも受講可能です。あなたが自分に気づき、自分の

意識や感覚を広げることによって、見える世界がどんどん変わっていきます。日常の悩みや不安の原

因を外に見つけようとせず、直感を信頼し、自分の内側に意識を向けることで、あなたはより自分らしく

生きられるようになっていきます。学んだことを日 の々生活の中に取り入れていけるように講義、ディスカ

ッション、サポートいたします。無理をして良い先生や親を演じるのではなく、あなたがあなたら
しくそこにいるだけでよい、という安心感を自分の中に育てましょう。　　　　
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